
徳川美術館 プレスリリース　
２０２３年 1 月

　尾張徳川家で大切に守られてきた多種多様な雛飾りをご紹介する本展は、今年で 36 回を数えます。本年も、
江戸時代に尾張徳川家の姫君のためにあつらえられた雛人形や、婚礼調度のミニチュアである雛道具、明治時
代から昭和時代にいたる尾張徳川家三世代の夫人たちの豪華な雛段飾りなど、春を迎える喜びと華やぎに満ち
た品々を展示します。

◆展 覧 会 名   　
◆会　　　場
◆会　　　期
◆開 館 時 間
◆休　館　日
◆観　覧　料

◆主　　　催
◆協　　　力

特別展　尾張徳川家の雛まつり
徳川美術館　本館（第 7・9）展示室
2023 年 2 月 4 日（土）～４月 2 日（日）　
午前 10 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）

月曜日
一般 1,400 円　高・大生 700 円　小・中生 500 円
　※ 20 名様以上の団体は一般 1,200 円　高大生 600 円　小中生 400 円　　※毎週土曜日は高校生以下入館無料
　※同時期の企画展「読み解き 近世の書状」の観覧料も含む　

徳川美術館　名古屋市蓬左文庫　中日新聞社
名古屋市交通局

　取材について　

2023 年 2 月 3 日（金）　午後 1 時 30 分～
会場：徳川美術館　講堂　
内容：担当学芸員による展示説明会の後、自由取材

展覧会取材の他、特定の出展作品の取材も可能でございます。
動画撮影につきましては開館時間外も対応いたしますので、ぜひお気軽にご相談ください。

　展覧会概要

　展覧会基本情報 

〒 461-0023　名古屋市東区徳川町 1017

TEL：052-935-6262（10 時～ 17 時受付）  

   　   052-935-8222（営業時間外受付）

FAX：052-935-6261

[ 報道関係対応窓口 ] 徳川美術館 管理部　

吉川 由紀　yuki@tokugawa.or.jp

竹内 大知　d.takeuchi@tokugawa.or.jp

　お問い合わせ　取材は随時お受けいたします
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貞徳院矩姫（尾張家 14代慶勝正室）所用
公家男子のカジュアルな日常着である狩衣姿の男雛に合わ
せ、女雛も袿
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上 /三世代の配置
各夫人の雛人形は、おおまかではあるが上段のぼん
ぼりを境に、左から明治の米子、大正の正子、昭和
の三千子、と並ぶ。各時代の技術や流行の変遷も興
味深い。

左 /毛づくり人形
絹糸でできた毛を揃えて貼り込み、動物をかたどっ
た可愛らしい人形。明治初期には海外にも輸出され、
もてはやされた。大河ドラマで取り上げられている
徳川家康が兎柄の羽織を着ていたことにちなみ、今
年は兎の人形を公開する。　　　
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＊＊＊＊＊＊＊　2023 年の見どころ　＊＊＊＊＊＊＊
名古屋の旧家・中村家（佐野屋）に伝えられた
五摂家筆頭、近衛家ゆかりの内裏雛飾り
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　この内裏雛飾りには御所の紫

ししんでん

宸殿になぞらえた御殿が誂えられており、現存する最大規

模、かつ他に類例のない貴重な作例となります（御殿は非公開）。そのため人形は御殿の

規模に見合う大きさで作られており、顔の表情も個性豊かで品格があり古風です。装束は

人形の身丈に合わせて織られた裂のほか、人が着用する実際の装束の裂地が用いられてお

り、仕立ても有職にならった本格的な作りとなっています。

　五摂家筆頭の名家、近衛家から嫁ぎ、11 代斉
なりはる

温の継室となった福
さちぎみ

君の内裏雛飾りとして

尾張徳川家に伝わったと考えられていますが、明治時代になって尾張徳川家から名古屋の

旧家・中村家に譲与されて同家に大切に伝えられ、近年同家より当館へご寄贈いただきま

した。中村家は、佐
さ の や よ え も ん

野屋與右衛門を初代として元禄 3年（1690）に創業した味
みそだまり

噌溜を商う

名古屋城下有数の商家でした。
有職雛　中村家寄贈　　　　　　　

　視聴者・読者プレゼント提供

　特別展「尾張徳川家の雛まつり」を、ぜひ御社媒体にてご紹介ください。
画像を 1 点以上使用してご紹介いただいた場合、視聴者・読者プレゼントとして
本展覧会の御招待チケット（非売品）を、1 媒体 5 組 10 名様にご提供いたします。

（同時期開催の企画展「読み解き 近世の書状」と共通）



特別展　尾張徳川家の雛まつり
広報画像申請書　使用期間：～ 2023 年 4 月 2 日　

No.2　　
菊折枝蒔絵雛道具　貝桶・合貝
俊恭院福君（尾張家 11 代斉温継室）所用
徳川美術館蔵

徳川美術館　広報宛　FAX : 052-935-6261

使　用　媒　体

放送日・発売日

プレゼント提供　　　　希望する　　・　　希望しない

貴 　 社 　 名

ご 担 当 者 様

データ送付先アドレス

ご 連 絡 先 電 話 番 号

[ ご利用にあたっての注意事項 ]
・画像のご利用は本展覧会の紹介用途のみに限ります。

・部分アップのトリミングは可能ですが、色変更等の加工はご遠慮ください。

・二次利用不可です。

・画像には最低限「タイトル」と「所蔵」のクレジットを明記してください。

・内容確認のための校正原稿をお送りください。

・ご掲載誌、DVD 等を 1 部「徳川美術館　管理部　広報宛」でお送りください。

T E L ： 052-935-6262（10 時～ 17 時受付）  
   　      052-935-8222（営業時間外受付）
F A X :  052-935-6261
担当：吉川　yuki@tokugawa.or.jp
           竹内　d.takeuchi@tokugawa.or.jp

〒 461-0023 名古屋市東区徳川町 1017

No.1　
有職雛（狩衣姿）
貞徳院矩姫（尾張家 14 代慶勝正室）所用
江戸時代　19 世紀　
徳川美術館蔵

No. ３　　尾張徳川家三世代の雛段飾り
　　　　  明治～昭和時代
                 個人蔵 

ご希望画像の□に ✓ を入れて
お送りください。

No.4
毛づくり人形
明治時代　19～ 20 世紀
個人蔵


